
 

資料４ 

平成２８年度 男女共同参画社会づくりのための調査結果について 

       

１ 調査の目的 

 本調査は、平成２５年３月に策定した「銚子市男女共同参画計画（第２次）」

の見直しにあたり、市民の男女共同参画社会づくりに関する意見を集約し、市

が今後取り組むべき施策に反映させることを目的とします。 

 

２ 調査の概要 

 調査対象：銚子市内に居住する１６歳以上の男女 

      ※今回の調査から、対象年齢を１６歳まで引き下げて実施 

 標本総数：２，５００人 

調査期間：平成２８年１２月１２日（月）～平成２８年１２月２６日（月） 

 回収結果：１，２５０通 

 回 収 率：５０．０％ 

 

３ 調査の内容 

（１） 回答者の属性について 

（２） 男女平等意識について 

（３） 男女の役割分担について 

（４） 子育てと教育について 

（５） 労働について 

（６） 少子化対策について 

（７） ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）について 

（８） 男女共同参画政策への要望について 

（９） 自由意見 

 

 今回【平成２８年度】 前回【平成２３年度】 

調査対象 銚子市内に居住する１６歳以上の男女 銚子市内に居住する２０歳以上の男女 

標本総数 ２，５００人 １，１００人 

調査期間 １２/１２～１２/２６ １１/１～１１/２２ 

回収結果 １，２５０通 ５４３通 

回 収 率 ５０．０％ ４９．４％ 

【概 要】 



 

 

 

 

◯男女平等意識について 

分野別に男女が平等になっているかと思うかについては、「平等」であると

の回答割合は「家庭の中で」（43.3％）が最も多く、前回調査の 35.2％から

8.1 ポイント増加しています。 

平等の意識が低いのは、「社会通念・慣習で」の 16.1％となっています。 

家庭や職場での平等意識は前回調査時よりも増加していますが、「社会通

念・慣習で」、「政治や政策決定の場で」、「社会全体として」の意識は男性の

方が優遇されているといった意見が５割を超えています。 

 

男女平等意識 
平等 

比較 【参考･県】 

Ｈ28 Ｈ23 

家庭の中で 43.3 35.2 8.1 ↗ 37.5 

職場で 25.0 21.0 4.0 ↗ 15.8 

学校教育の場で 37.4 49.0 △ 11.6 ↘ 55.3 

地域活動の場で 33.8 36.8 △ 3.0 ↘ - 

法律や制度の中で 34.6 36.1 △ 1.5 ↘ 36.0 

社会通念・慣習で 16.1 18.2 △ 2.1 ↘ 12.1 

政治や政策決定の場で 20.1 21.2 △ 1.1 ↘ 12.4 

社会全体として 17.0 16.9 0.1 ↗ 13.0 

 

 

◯女性が仕事を持ち続けるうえで、障害となっているもの 

女性が仕事を続ける上での障害 
    

  Ｈ28 Ｈ23 比較 

結婚や出産、育児を支援する制度や雇用主の理解が不十分なこと 18.3 20.8 △ 2.5 ↘ 

長く働き続けられるような職場の条件や制度が不十分なこと 17.6 19.1 △ 1.5 ↘ 

子どもや病人、高齢者の世話が女性だけに任されていること 16.7 13.0 3.7 ↗ 

仕事と家事の両立が難しいこと 15.4 15.3 0.1 ↗ 

保育施設や保育制度が不十分なこと 12.2 14.7 △ 2.5 ↘ 

女性の雇用機会や採用数が、男性より少ないこと 10.1 9.8 0.3 ↗ 

家族の理解が得られないこと 4.1 3.7 0.4 ↗ 

わからない 2.0 1.5 0.5 ↗ 

その他 0.7 0.8 △ 0.1 ↘ 

無回答 2.7 1.1 1.6 ↗ 

 



 

 

 

◯少子化対策について 

  出生率が低くなった主な原因として何が考えられるかという設問では、男

女ともに「さまざまな理由で「結婚したくてもできない人」や「結婚しない

人」が増えたから（17.7％）がトップに、次いで「出産・子育てには経済的

に負担が大きいから」（15.2％）、「結婚年齢が高くなったから」（10.6％）と

続いています。 

少子化対策について Ｈ28 Ｈ23 比較   

様々な理由で「結婚したくてもできない人」や「結婚しない人」が

増えたから 
17.7 16.5 1.2 ↗ 

出産・子育ては経済的に負担が大きいから 15.2 15.7 △ 0.5 ↘ 

結婚年齢が高くなったから 10.6 9.4 1.2 ↗ 

労働環境などを含めて、仕事と子育てを両立させる社会的な仕組み

が整っていないから 
9.7 10.1 △ 0.4 ↘ 

男女ともに「結婚して子育てをする」こと以外に、生きがいや価値

観を見出す人が増えたから 
8.4 8.6 △ 0.2 ↘ 

 

 

◯男女共同参画政策への要望について 

男女共同参画社会を実現するために、市に期待することは、男女ともに「高

齢者・障害者の介護制度の充実」（14.6％）がトップに、次いで「職場におけ

る男女格差の是正や女性の労働条件の改善」（12.7％）、「育児・介護休業制度

の普及促進」（12.1％）と続いています。 

 

男女共同参画社会を実現するため銚子市への要望 Ｈ28 Ｈ23 比較   

高齢者・障害者の介護制度の充実 14.6 12.2 2.4 ↗ 

職場における男女格差の是正や女性の労働条件の改善 12.7 12.2 0.5 ↗ 

育児・介護休業制度の普及促進 12.1 10.5 1.6 ↗ 

育児・保育事業の充実 10.7 9.7 1.0 ↗ 

学校教育での男女平等教育の推進 8.9 8.3 0.6 ↗ 

 


